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2050年 カーボンニュートラルへの挑戦
〜これまでの取組みと持続可能な未来に向けたアクションプラン〜

東邦ガスグループ
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● 当社グループは、2050年カーボンニュートラル（CN）実現を⽬指す「2050年 カーボンニュートラルへの挑戦」を2021年に公表しました。
● 昨今、国際紛争や各国の政治経済情勢の緊迫化等による地政学的リスクの顕在化、コスト⾼騰に伴うCN関連投資の停滞等、エネルギーを取り巻く環

境は激変しています。我が国は、2025年2⽉公表のNDC※1にて、CNに向けた野⼼的な⽬標を堅持しつつ、エネルギー‧環境政策と経済成⻑を⼀体的に
構築する⽅針を提⽰しました。

● 当社グループは、2021年の公表以降、低炭素化の推進に重要な役割を果たす天然ガスの普及拡⼤に加え、e-メタン※2の製造やCO2分離回収技術の実
証、⽔素製造プラントの運転開始、再⽣可能エネルギー（再エネ）電源開発等、国内‧海外で、低炭素化と将来のCNに資する取組みを着実に進めて
きました。更に、カーボン‧クレジット※3創出や⽶国産バイオガス※4の試験調達等、新たなソリューションの拡充にも注⼒しています。

● 引き続き、エネルギー事業者の使命である「S＋3E※5」をベースとしながら、環境変化や政策動向を踏まえた中⻑期的なCNのロードマップ、及びこれ
までの取組みの進捗を⽰すべく「2050年 カーボンニュートラルへの挑戦」を更新しました。培った技術と知⾒を活かして多様なソリューションを提
供し、地域‧お客さまとともにCN社会の実現にグループ⼀丸となって取り組んでまいります。

はじめに1

2020 現在 2030 2040 2050

カーボン
ニュートラル

実現2026年3⽉
更新 ● これまでの取組みの進捗紹介

● 中⻑期的なCNのロードマップの提⽰

1

2050年 カーボンニュートラルへの挑戦
東邦ガスグループとしてのカーボンニュートラルに向けた⽅向性

2021年7⽉
公表

※1 Nationally Determined Contributionの略称。各国が⾃主的に設定する温室効果ガス排出削減⽬標と、その達成に向けた取組み ※2 ⽔素とCO2を化学反応させることで⽣成する合成メタン 
※3 温室効果ガスの排出削減量や吸収量を数値化し、国や企業等の間で取引できるようクレジットとして認証されたもの ※4 ⽣ごみ、下⽔汚泥等の有機物が微⽣物によって分解される際に⽣じる可燃性ガスから製造するガス
※5 安全性の確保（Safety）を⼤前提に、エネルギーの安定供給（Energy Security）、経済効率性（Economic Efficiency）、環境への適合（Environment）の3つの「E」をバランス良く実現しようとする考え⽅

今回の更新内容
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基本的な考え⽅2

カーボン
ニュートラル

実現

低炭素化の推進
確⽴された技術を中⼼とした⾜元からの

供給エネルギーのCN化
⾰新技術の積み重ねによる複数の⼿段での

   供給安定性‧環境性に優れる天然ガスへの転換と、
   省エネ化等のソリューション提供を進めることで、

⾜元からCO2排出量を削減

2050年 カーボンニュートラルに向けた道筋

2

社会負担の抑制や利便性を維持しつつ、
お客さまの多様なニーズに対応するため、

複数の⼿段で供給エネルギーをCN化することが最適解

● 国の第7次エネルギー基本計画等の政策に⽰された「S＋3E」をベースに、まずは⾜元からのCO2排出量の削減に向け、低炭素化に資する天然ガス
の普及拡⼤やソリューション提供に注⼒します。

● 更に、2050年に向けて、政策動向、技術の成熟度や経済性を踏まえつつ、お客さまの多様なニーズに対応するため、e-メタン、バイオガス、カー
ボン‧クレジットの導⼊や再エネの普及を進めるとともに、カーボンリサイクル※1やネガティブエミッション※2によるCCUS※3等を組み合わせて、
供給エネルギーのCN化を実現します。

※1 CO2を分離回収‧貯留することに加え、資源（炭素）として捉え、有⽤な製品や素材（燃料、化学品、建材等）に変換‧再利⽤する技術
※2 ⼤気等からCO2等の温室効果ガスを回収‧除去し、実質的に排出量をマイナス（ネガティブ）にする取組み 
※3 Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage （CO2分離回収‧利⽤‧貯留）の略称
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3

e-メタン製造設備

バイオガス製造設備

⽔素製造設備

ゼロ‧エミッション
⽕⼒発電所

再エネ発電設備
（太陽光‧⾵⼒等）

お客さま

ガス
電気

⽔素
CO2

DAC※1

CCUS

ガス製造設備

CO2分離回収設備

⼤ 気 等

● 化学品
● 建材 等

カーボン‧クレジット

3

東邦ガスグループの⽬指す“2050年CNの全体像”

環境価値※2

● 当社グループは、お客さまが求めるソリューションを提供し、CN社会の実現と地域の更なる発展に貢献します。

※1 Direct Air Capture（直接空気回収技術）の略称
※2 森林管理等によるCO2吸収量や、省エネ‧再エネ導⼊による排出削減量等、⽬に⾒えない環境上の付加価値を証書やクレジットの形で定量化し、取引可能にしたもの

ガス

電気

供給エネルギー
のCN化

● e-メタン
● バイオガス
● ガス＋カーボン‧

クレジット
● ⽔素
● ガス＋CCUS 等

● 再エネ電気
● ゼロ‧エミッション

⽕⼒電気 等

ソリューション
の提供


